
【
表
面
よ
り
続
き
】 

 

 
世
界
で
一
番
の
タ
ク
シ
ー
を
！ 

【
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連･

酒
井
書
記
次
長
】 

「
今
月
十
五
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
国
会

で
の
制
定
が
望
ま
れ
て
い
る
『
タ
ク
シ
ー
関

係
三
法
案
』
で
す
が
、
法
案
に
反
対
す
る
一

部
の
事
業
者
が
、
自
民
党
の
規
制
緩
和
論
者

と
結
託
し
、
最
後
ま
で
余
談
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
新
法
施
行
後

も
、
自
分
達
の
襟
を
正
し
、
我
々
は
タ
ク

シ
ー
の
現
況
を
し
っ
か
り
世
論
に
主
張
す

る
事
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
更
な
る

組
織
強
化
を
図
り
、
産
別
に
加
盟
す
る
事
に

よ
り
産
業
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
責
任
が
労
働
組
合
に
は

あ
り
ま
す
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
良

い
的
な
考
え
方
を
す
る
乗
務
員
が
ま
だ
ま

だ
多
く
、
そ
の
様
な
考
え
方
、
傲
慢
さ
が
こ

の
産
業
の
後
退
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
一
般

の
利
用
者
で
『
タ
ク
シ
ー
は
公
共
交
通
』
だ

と
認
識
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
残
念
な
が

ら
我
々
の
仲
間
に
も
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
自
覚
が
な
い
乗
務
員
が
い
る
の
も
ま

た
事
実
で
す
。
こ
の
様
な
乗
務
員
へ
の
教

育･

指
導
も
組
合
執
行
部
の
責
務
で
す
」 

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
事
が
決
定
し
『
東
京
の
タ
ク
シ
ー

は
世
界
一
親
切
』
と
招
致
委
員
会
の
プ
レ
ゼ

ン
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
乗
務
員
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
若
い
世
代
に
希
望
を
持
っ
て
こ

の
業
界
で
活
躍
出
来
る
世
の
中
に
す
る
た

め
に
も
『
タ
ク
シ
ー
関
係
３
法
案
』
の
制
定
、

質
の
向
上
、
賃
金･

労
働
条
件
の
改
善
を
目

指
し
て
力
強
く
運
動
し
て
い
く
事
が
必
要

で
あ
り
、
行
政
や
利
用
者
、
そ
し
て
世
界
中

の
人
達
に
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
ら
し
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
」 

「
私
鉄
総
連
の
加
盟
金
に
つ
い
て
、
登
録
人

数
の
変
更
に
よ
り
約
１
４
５
万
円
の
減
額

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
か
ら
適
用
に
な

り
ま
す
。
執
行
部
と
し
て
は
要
録
人
数
に
つ

い
て
毎
年
見
直
し
て
い
く
事
が
必
要
だ
と

確
認
し
て
い
ま
す
。
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
は

自
ら
の
方
針
を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
組
織
の

強
化
に
あ
た
る
べ
く
、
他
産
別
と
共
闘

し
運
動
の
強
化
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
東
洋
交
通
は
、
タ
ク
シ
ー
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
日
本

交
通
グ
ル
ー
プ
、
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連

を
躍
進
さ
せ
る
柱
と
し
て
、
更
な
る
活

躍
を
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

品
質
向
上
に
向
け
た
努
力
を
！ 

【
全
自
交
労
連
執
行
委
員
長･

日
交
労

委
員
長 

伊
藤
実
氏
】 

「
七
月
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
の
景
気
回
復

へ
の
期
待
感
か
ら
自
民
党
が
圧
勝
し
、

我
々
が
支
持
し
て
い
る
民
主
党
は
国
民

の
信
頼
を
失
っ
た
中
、
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
震
災
後
の
復
旧
も
中
々
進
ま

ず
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
保
障
制
度
な
ど

日
本
社
会
が
抱
え
る
問
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
情
勢
の
中
、
来
年
４

月
か
ら
消
費
増
税
が
閣
議
決
定
し
ま
し

た
が
、
大
企
業
優
遇
策
ば
か
り
で
、
今
の

政
治
は
我
々
国
民
の
方
に
目
が
向
い
て

い
る
様
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
市
場
原
理
主

義
者
が
良
く
、
企
業
が
良
く
な
れ
ば
景
気

も
良
く
な
る
と
い
う
理
屈
を
言
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
増
え
続
け
、
非
正
規

労
働
者
が
２
０
０
０
万
人
が
越
え
て
、
全

労
働
者
の
４
０
％
近
く
に
ま
で
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
更
に
成
長

戦
略
と
称
し
て
労
働
法
制
を
解
約
し
、
格

差
と
貧
困
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
働
く
者
の
犠
牲
の
上
に
成
長
し
て
何

の
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ま

ま
で
す
と
日
本
の
社
会
の
有
り
様
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
真
面
目
に
働
く
者

が
報
わ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
運

動
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
」 

「
四
年
前
、
タ
ク
シ
ー
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
賃
金･

労
働
条
件
の

改
善
に
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
ハ
イ
タ
ク

労
働
者
の
賃
金
は
３
０
年
前
の
水
準
に

ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
現
状
を

突
破
し
よ
う
と
、
我
々
は
『
タ
ク
シ
ー
事

業
法
』
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
新
法
が
施
行
さ
れ
て
も

消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
営
収
が
激
減

さ
れ
る
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
様
な

意
味
で
は
、
我
々
が
来
春
闘
で
の
賃
金･

労
働
条
件
の
改
善
の
闘
い
は
重
要
な
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
」 

「
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
交
通

と
他
社
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
、
無
線
も

２
０
万
本
強
と
な
り
、
専
用
乗
り
場
も
２

８
箇
所
に
増
え
て
い
ま
す
。
台
数
口
も
多

く
、
ほ
ぼ
一
人
勝
ち
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
も
営
収

増
に
繋
が
り
、
賃
金
に
跳
ね
返
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
、
品
質
向
上
に
向
け
た
努
力
を
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
」 

「
本
日
の
定
期
大
会
を
機
に
、
更
に
団
結
を

強
化
さ
れ
、
東
洋
交
通
の
賃
金
労
働
条
件
改

善
に
向
け
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
」 

と
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

協
力
し
て
強
固
な
運
動
を
！ 

【
日
交
労
赤
羽
支
部
長 

曽
我
央
氏
】 

「
九
年
前
に
東
洋
交
通
に
来
て
以
来
、
皆
様

に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
日
交
労
は
全
自
交
で
タ
ク
シ
ー
産
業

の
改
革
に
向
け
た
運
動
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
の
ま
ま
で
は
こ
の
業
界
は
陰
の
者
。 

霞
ヶ
関
や
赤
羽
駅
等
で
東
洋
交
通
労
働
組

合
執
行
部
の
皆
様
と
共
同
で
、
行
政
に
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
べ
く
ビ
ラ
配
布
運

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
力
は
小

さ
い
で
す
が
、
団
結
す
れ
ば
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。
本
日
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も

執
行
部
と
協
力
し
て
一
緒
に
運
動
を
進
め

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
。
故･

田
島
委
員
長
の
意

思
を
菊
池
委
員
長
が
見
事
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
是
非
、
東
洋
交
通
労
働
組
合
の
皆
さ

ん
に
は
産
別
を
リ
ー
ド
を
し
て
頂
き
た
い
」

と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

●
祝
示･

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介 

 

高
田
書
記
か
ら
友
好
組
合
か
ら
の
祝
電

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
代
表

し
て
グ
リ
ー
ン
新
町
労
働
組
合
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
他
、

日
の
丸
自
動
車
労
働
組
合
、
國
際
杉
並
労
働

組
合
、
日
の
丸
自
動
車
深
川
労
働
組
合
、
ラ

イ
オ
ン
交
通
労
働
組
合
、
私
鉄
総
連
本
部
、

私
鉄
総
連
ハ
イ
タ
ク
協
議
会
、
箱
根
登
山
ハ

イ
ヤ
ー
労
働
組
合
、
、
全
自
交
労
連
の
日
交

労
働
組
合
、
Ｐ
Ｒ
Ｕ
政
治
セ
ン
タ
ー
、
私
鉄

総
連
自
治
体
議
員
団
会
議
、
日
交
労
働
組

合
、
日
交
労
常
盤
台
支
部
、
日
交
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
の
扇
橋
交
通
労
働
組
合
と
春

駒
共
済
会
、
交
通
労
連
加
盟
の
労
働
組
合
か

ら
は
、
日
本
交
通
労
働
組
合
連
合
会
、
日
本

交
通
大
阪
地
区
労
働
組
合
、
南
都
交
通
労
働

組
合
、
駒
姫
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
、
サ
ン
デ

ン
交
通
労
働
組
合
、
交
通
労
連
四
国
地
方
総

支
部
、
交
通
労
連
愛
媛
県
支
部
、
四
国
西
濃

運
輸
労
働
組
合
、
Ｋ
Ｐ
Ｕ
大
日
本
労
働
組

合
、
政
治
家
か
ら
民
主
党
の
辻
元
清
美
衆
議

院
議
員
、
以
上
二
十
四
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
資
格
審
査
報
告･

大
会
成
立
宣
言 

 

筒
井
資
格
審
査
委
員
長
か
ら
、
資
格
審
査

報
告
が
あ
り
、
大
会
参
加
者
は
七
十
五
名
、

執
行
部
五
名
、
委
任
状
が
三
百
三
通
提
出
さ

れ
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
議
長
が
「
出
席
者
と
委
任
状
の
総
数

が
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
な
の
で
、
組
合

規
約
第
十
三
条
に
基
づ
き
、
今
大
会
が
成
立

し
て
い
ま
す
」
と
、
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

■
二
０
一
三
年
度
活
動
報
告 

 

 

報
告
書
に
基
づ
き
福
島
書
記
長
が
二
０

一
三
年
度
の
活
動
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
活
動
報
告
事
項
で
す
。
（
報
告

よ
り
一
部
抜
粋
） 

 

◆
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
反
対
ビ
ラ
配
布
行
動 

 

昨
年
十
月
に
突
然
の
Ｓ
Ｋ
Ｃ
の
移
転
計
画

が
持
ち
上
が
り
、
当
初
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
東
洋
交
通
本
社
棟
の
更
衣
室･

仮
眠

室
等
の
縮
小
計
画
案
が
明
ら
か
に
な
り
、

急
遽
『
経
営
側
へ
の
信
義
違
反
』
へ
の
講

義
行
動
を
行
な
う
事
を
第
三
回
中
央
委
員

会
で
提
案
し
、
十
月
十
五
日
～
十
七
日
の

３
日
間
、
中
央
委
員
の
協
力
を
得
て
、
会

社
敷
地
内
に
て
早
朝
か
ら
約
四
時
間
『
Ｓ

Ｋ
Ｃ
移
転
反
対
』
の
ビ
ラ
配
布
行
動
を
行

な
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
十
月
十
七
日
に
経
営
側
か
ら

『
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転
問
題
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
戻

し
、
今
後
は
正
規
の
ル
ー
ト
で
協
議
を
行

う
』
と
提
案
が
あ
り
、
組
合
は
『
ビ
ラ
撒

き
を
中
止
す
る
』
事
を
決
定
し
ま
し
た
。 

   

▲日交労･赤羽支部  

   曽我央支部長 

▲全自交労連･日交労 

 伊藤実委員長 

▲東京ハイタク労連  

   酒井書記次長 

【
第
２
部
（
躍
進
３
号
）
へ
続
く
】 


